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○ 足羽川は、九頭竜川水系日野川の支川で、流域面積415.6km2、幹川流路延長61.7kmの1級河川である。

○ 福井市街地を流れる足羽川沿川は、人口及び資産が集中し、JR福井駅や県庁をはじめとする各行政機関が設置されて
おり、県内の社会経済活動の中心として重要な役割を担っている。
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○ 九頭竜川流域内の総人口は微減傾向となるが、前回の再評価以降、人口は約１％減少、資産は約５％増加となっており、

大きな変化なし。

前回 今回 伸率

人口（千人） 約307 約306 0.99

世帯数（千世帯） 約105 約111 1.06

一般資産額（兆円） 約6.0 約6.3 1.05

氾濫ブロック内人口等の変化

流域内人口（流域関連市町村分）の推移

【出典】前回：H17国勢調査、H18事業所統計
今回：H22国勢調査、H21事業所統計

伸率：今回／前回

【出典】福井県統計年鑑※九頭竜川流域の市町村：福井市,大野市,勝山市,鯖江市,

あわら市,越前市,坂井市,永平寺町,池田町,南越前町,越前町

（市町名はH22年時点）

福井市中心市街地を流れる足羽川

JR福井駅

JR北陸本線
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足羽川の概要（事業を巡る社会情勢）



足羽川ダム建設事業の概要（河川整備計画の主な事業内容）

○ 整備計画期間内において、部子川（池田町小畑地先）におけるダム及び水海川の洪水を導水する分水工及び導水トンネルを

整備することで、目標である戦後最大規模の洪水（天神橋地点の流量2,400m3/s）に対して、600m3/sの洪水調節を行う。
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足羽川ダムの諸元

足羽川ダム容量配分図

総貯水容量

約28,700千m3

堆砂容量約500千m3

洪水調節容量

約28,200千m3

サーチャージ水位 EL265.7m

堤高

約96m

足羽川ダム計画平面図

河川整備計画期間内に整備する施設

将来整備する施設

凡 例

河川整備計画対応 河川整備基本方針対応(参
考)

総事業費 約９６０億円 －

河川整備計画対応 河川整備基本方針対応

(参考)

場 所 福井県今立郡池田町

小畑地先

同左

ダム形式 重力式コンクリートダム 同左

堤高 約９６ｍ 同左

堤頂長 約４６０ｍ 同左

貯水面積 約９４ha 同左

洪水時

最高水位

標高２６５.７ｍ 同左

貯留容量 約２８,７００,０００ｍ3 同左

分水施設 水海川分水堰を整備 水海川分水堰に加え、

足羽川分水堰、

割谷川分水堰、

赤谷川分水堰を整備

導水施設 水海川導水トンネルを整備 水海川導水トンネルに加え、

足羽川導水トンネル、

割谷川導水トンネル、

赤谷川導水トンネルを整備



前回評価時からの変更点
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○ 前回の再評価以降、事業の目標、期間、事業費、諸元に変化がなく、事業の投資効果分析を省略。

前回評価時 今回評価 備考

整備目標
戦後最大洪水
（平成16年7月洪水（福井豪雨）） 同左

事業期間 昭和58年度～平成38年度 同左

総事業費
約960億円
（なお、ダム検証時は約982億円） 約960億円

事業諸元 ダム、分水施設の建設 同左



再評価の視点
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再評価の視点 現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
社会経済情勢等に大きな変化が
ない

流域における想定はん濫
区域内の総人口は、前回
評価時より約１％減、又世
帯数は、約６％増、一般資
産で約５％増

２）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変化が
ないため算出を省略

前回
全体 Ｂ／Ｃ １．３
残事業 Ｂ／Ｃ １．８

３）事業の進捗状況
工事用道路の工事を実施中、進
捗率（事業費） 約２５％

平成２６年度末までの
投資額：約２４３億円

事業の進捗の見込みの視点
当面は、引き続き付替工事の延
伸、工事用道路の整備を進めて
いく

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

・コ ス ト縮減：設計段階、施工段
階で新技術の採用によりコスト
縮減に努める
・代替案立案：前回評価時点と
変化なし
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○ 現在、生活再建工事段階とし、事業に必要な用地取得、工事用道路、付替県道松ケ谷宝慶寺大野線の道路工事を実施

○ 平成２６年度末までに事業費約２４３億を投資しており、進捗率は約２５％

事業の進捗状況

※１ 路体盛土、橋梁上部工を含む工事が未契約のため、進捗は０％

（平成２７年３月末時点）

凡例 用地取得 導水施設本体関連付替工事

ダム本体及
び関連工事

付替町道

用地取得

家屋移転

仮排水トンネル 試験湛水

付替県道

基礎掘削

導水施設 導水トンネル 分水堰

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

0% ※１

0% ※１

64%

87%
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現 道

付替県道

工事用道路

点線：工事未完了

名 称

実線：工事完了

付替町道

②

付替県道松ケ谷宝慶寺大野線
１号橋（仮称）下部

工事用道路

工事用道路

事業の進捗の見込みの視点

○ 今後は、引き続き、工事用道路、付替県道松ケ谷宝慶寺大野線の道路工事を進める。
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コスト縮減の可能性の視点
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当初計画 検討計画
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水海川導水トンネル断面図

約10m

当初計画

水海川導水トンネル断面図

約8.5m

変更計画案（検討中）

○ 水海川導水トンネルの吐口位置の標高を下げることにより、流速を見直す等、トンネル断面を縮小することで、コスト縮減を

行う。今後も、学識経験者等で構成する「足羽川ダム建設事業費等監理委員会」において、コスト縮減策についてご意見を頂

き、設計段階、施工段階における新技術の積極的な採用もあわせ、更なるコスト縮減に努める。

【変更計画案（検討中）】
水海川導水トンネル（部子川～水海川）

区間距離 ：約４.８km
トンネル径：約８.５ｍ
掘削土量 ：約 ３６万ｍ３ （▲約１４万ｍ３）

【当初計画】
水海川導水トンネル（部子川～水海川）

区間距離 ：約４.５km
トンネル径：約 １０ｍ
掘削土量 ：約 ５０万ｍ３



自治体の意見等

対応方針（原案）

前回の再評価以降も事業の必要性は変わっておらず、今後も事業の順調な進捗が見込まれ
ること等から、平成３８年度の事業完成に向けて、引き続き「事業を継続」することが妥当と考
える。
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福井県知事（平成２７年６月２６日付 土政推第１５８号）

足羽川ダム建設事業の対応方針（原案）「事業継続」については異存ありません。

引き続き事業を推進し、早期完成に努められるとともに、事業の実施にあたっては建設費用の
更なる縮減を図っていただきたい。





（別紙）
（再評価）

【ダム事業】

足羽川ダム建設事業 事業継続

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

※貴市の意見を踏まえ、近畿地方整備局事業監視委員会へ諮る対応方針（原案）を作成す
るためのものです。






